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二
人
は
五
階
の
資
料
室
に
足
を
運
ん
だ
。

資
料
室
は
二
十
平
米
ほ
ど
の
小
部
屋
で
、
天
井
ま
で
届
く
ス

チ
ー
ル
製
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

整
理
さ
れ
た
資
料
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ

れ
ら
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
大
半
の
デ
ー
タ
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
の
サ
ー
バ
ー
に
二
重
で
保
管
さ
れ

て
い
る
そ
う
だ
。

マ
ー
ド
ッ
ク
は
壁
際
の
ワ
ー
キ
ン
グ
デ
ス
ク
に
つ
く
と
、
キ

ー
ボ
ー
ド
を
操
作
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
起
動
し
た
。

二
十
四
イ
ン
チ
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
最
初
に
映
し
出
さ
れ

た
の
は
、
ア
ス
テ
リ
ア
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
の
ロ
ゴ
だ
。

濃
紺
の
背
景
に
、
白
抜
き
で
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
「
オ
デ
ュ
ッ
セ

イ
ア
」
に
登
場
す
る
手
漕
ぎ
帆
船
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い

る
。マ

ー
ド
ッ
ク
は
虹
彩
を
用
い
た
生
体
認
証
で
管
理
画
面
に
入

室
す
る
と
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
の
汎
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ア
ク
セ
ス
し
た
。

汎
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
と
Ｍ
Ｉ
Ｇ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
、
グ
ル
ー
プ
関
連
企
業
の
間
に
構
築
さ

れ
た
内
的
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
、
認
証
さ
れ
た
職
員
な
ら

誰
で
も
Ｐ
Ｃ
や
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
ま
た

汎
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
も
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
、
採

鉱
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
な
ど
、

個
々
の
会
社
に
限
定
さ
れ
た
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
が
あ
り
、
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
各
種
申

請
な
ど
、
様
々
な
社
内
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
方
、
企
業
機
密
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
異
な
る
通
信
プ

ロ
ト
コ
ル
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
虹
彩
の

生
体
認
証
に
加
え
て
十
桁
の
ア
ク
セ
ス
キ
ー
が
必
要
に
な
る
。

マ
ー
ド
ッ
ク
は
採
鉱
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
密
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
数
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
「
採
鉱
シ
ス

テ
ム
」
を
開
い
た
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
全
体
の
断
面
図
が
映

し
出
さ
れ
、
タ
ワ
ー
デ
リ
ッ
ク
か
ら
降
下
さ
れ
た
鋼
製
の
揚
鉱

管
が
水
深
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
海
底
ま
で
真
っ
直
ぐ
伸
び
て

い
る
。
一
見
、
海
底
油
田
の
ラ
イ
ザ
ー
パ
イ
プ
に
似
て
い
る
が
、

揚
鉱
管
の
先
端
に
は
十
二
個
の
球
体
が
縦
横
に
連
結
す
る
箱
形

の
水
中
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
が
備
え
付
け
ら
れ
、
そ
の
下
部
か
ら
更

に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
が
伸
び
、
ド
ー
ザ
ー
型
の
集
鉱
機
に

繋
が
っ
て
い
る
。
海
底
に
は
も
う
一
台
、
ビ
ー
ト
ル(

カ
ブ
ト
ム

シ)

型
の
破
砕
機
が
設
置
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
海
底
の
基
礎
岩
か
ら
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ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
を
含
む
ク
ラ
ス
ト
を
掘
削
し
て
、
細
か
く
破

砕
す
る
。

「
採
鉱
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
六
年
前
の
一
九
四
年
か
ら
建

造
が
始
ま
り
、
二
年
前
の
一
九
八
年
に
完
成
し
た
。
そ
れ
以
前

は
、
中
規
模
の
作
業
リ
グ
船
を
使
っ
て
実
験
し
て
い
た
が
、
大

半
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
賜
だ
。
僕
の
父
は
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
と
共
同
で
採
鉱
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ

っ
て
い
た
。
元
に
な
る
設
計
を
書
い
た
の
は
、
ジ
ム
・
レ
ビ
ン

ソ
ン
だ
」

「
ジ
ム
・
レ
ビ
ン
ソ
ン
っ
て
、
テ
ス
ト
採
鉱
に
成
功
し
た
夜
、

泥
酔
し
て
海
に
落
ち
た
人
？
」

「
正
確
に
は
『
行
方
不
明
』
だ
。
午
後
九
時
頃
、
重
機
の
格
納

庫
に
忘
れ
物
を
取
り
に
行
っ
た
僕
の
後
輩
が
、
泥
酔
状
態
で
作

業
甲
板
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
姿
を
見
た
の
が
最
後
だ
。
な
ぜ
、

そ
ん
な
夜
遅
く
に
作
業
甲
板
に
居
た
の
か
、
誰
に
も
分
か
ら
な

い
。
た
だ
、
夕
食
後
、
娯
楽
室
で
浴
び
る
よ
う
に
ウ
イ
ス
キ
ー

を
飲
ん
で
、
訳
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
喚
き
な
が
ら
甲
板
に
出

て
行
っ
た
の
を
大
勢
が
目
撃
し
て
い
る
か
ら
、
正
常
な
状
態
で

な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
。
で
も
、
誰
も
気
に
し
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
醜
態
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
か
ら
」

「
よ
く
そ
れ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
が
務
ま
っ
た

な
！
」

「
能
力
と
キ
ャ
リ
ア
は
申
し
分
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
彼
は
ス
テ

ラ
マ
リ
ス
で
海
底
鉱
物
資
源
の
採
鉱
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
手
が

け
て
い
た
が
、
海
洋
汚
染
や
操
業
コ
ス
ト
の
問
題
で
会
社
が
撤

退
し
た
為
、
レ
ビ
ン
ソ
ン
も
職
に
あ
ぶ
れ
た
。
非
常
に
高
度
な

シ
ス
テ
ム
設
計
が
で
き
る
天
才
肌
だ
っ
た
が
、
ど
こ
に
も
相
手

に
さ
れ
な
か
っ
た
ん
だ
な
。
そ
ん
な
時
、
マ
ク
ダ
エ
ル
理
事
長

に
声
を
掛
け
ら
れ
て
ア
ス
テ
リ
ア
に
来
た
。
傲
慢
で
、
酒
癖
が

悪
く
て
、
人
間
的
に
は
非
常
に
難
の
あ
る
タ
イ
プ
だ
が
、
背
に

腹
は
代
え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
り
ゃ
も
う
、
あ
の
人

の
悪
態
に
は
み
ん
な
苦
し
め
ら
れ
た
し
、
理
事
長
で
さ
え
手
を

焼
い
て
い
た
。
理
事
長
に
向
か
っ
て
『
お
い
、
タ
ヌ
キ
』
と
言

え
た
の
は
、
世
界
で
あ
の
人
く
ら
い
だ
」

「
そ
れ
は
大
胆
不
敵
な
」

「
ダ
グ
や
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
ん
な
巨
漢
に
な
っ
た
の
も
ス

ト
レ
ス
の
せ
い
だ
。
摂
食
障
害
の
一
種
で
、
食
べ
て
も
食
べ
て

も
満
足
感
が
得
ら
れ
ず
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
量
を
食
べ
続
け
た
。

五
年
前
、
こ
れ
で
は
命
に
か
か
わ
る
と
、
理
事
長
が
ト
リ
ヴ
ィ

ア
か
ら
専
門
医
を
連
れ
て
来
て
、
む
ち
ゃ
食
い
だ
け
は
止
ま
っ

た
が
、
体
型
は
あ
の
ま
ん
ま
だ
。
手
術
も
勧
め
た
そ
う
だ
が
、

そ
う
す
る
と
海
上
で
の
仕
事
は
無
理
と
い
う
の
で
、
手
術
は
断
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っ
た
。
彼
ら
に
も
意
地
が
あ
る
ん
だ
よ
。
十
歳
の
時
、
父
親
の

都
合
で
嫌
々
ア
ス
テ
リ
ア
に
来
て
、
そ
の
ま
ま
ず
ー
っ
と
こ
こ

に
居
る
。
彼
ら
は
理
事
長
や
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
が
進
出
す

る
以
前
か
ら
ア
ス
テ
リ
ア
の
住
人
な
ん
だ
。
彼
ら
な
り
に
父
親

の
後
を
継
い
で
、
こ
の
海
で
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
気
持
ち
は

強
い
」

そ
れ
も
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
と
て
も
そ
ん
な
風
に
は
見

え
な
い
が
、
そ
う
と
分
か
れ
ば
見
方
も
変
わ
る
。

「
で
は
、
採
鉱
シ
ス
テ
ム
の
説
明
に
戻
ろ
う
。
シ
ス
テ
ム
は
大

き
く
分
け
て
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
な
る
。
海
底
の
集
鉱
機
と
破

砕
機
。
海
中
の
水
中
ポ
ン
プ
と
揚
鉱
管
。
そ
し
て
、
タ
ワ
ー
デ

リ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
海
上
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
と
選
鉱

プ
ラ
ン
ト
だ
。
各
機
の
操
作
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
す
べ
て
タ
ワ

ー
デ
リ
ッ
ク
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
行
い
、
ブ
リ
ッ
ジ

の
管
制
室
と
情
報
を
共
有
す
る
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
は

全
部
で
四
十
名
。
集
鉱
機
、
破
砕
機
、
水
中
ポ
ン
プ
、
無
人
機

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
属
ス
タ
ッ
フ
が
付
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
か
ら
操
作
ま
で
行
う
。
子
チ
ー
ム
が
一
台
を
ケ
ア
す
る
『
ワ

ン
マ
シ
ー
ン
、
ワ
ン
チ
ー
ム
』
体
制
だ
。
も
ち
ろ
ん
状
況
に
応

じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
が
ね
」

続
い
て
マ
ー
ド
ッ
ク
は
巨
大
な
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
の
デ
ジ
タ

ル
画
像
を
映
し
出
し
た
。
深
度
に
応
じ
て
七
色
に
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
立
体
画
像
だ
。
深
度
の
浅
い
海
台
の

頂
部
が
赤
色
で
、
深
度
の
深
い
基
底
部
が
青
色
で
表
示
さ
れ
て

い
る
。

「
最
初
の
採
鉱
区
と
な
る
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
は
、
ロ
ー
レ
シ
ア

島
と
ロ
ー
ラ
ン
ド
島
の
間
に
広
が
る
巨
大
な
谷
間
に
あ
る
。
谷

と
い
っ
て
も
、
幅
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
地
溝
の
よ
う
な
も
の
だ
。
だ
が
、
な
ぜ
テ
テ
ィ

ス
・
プ
レ
ー
ト
の
真
ん
中
に
こ
の
よ
う
な
地
形
が
で
き
た
の
か
、

詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
分
か
っ
て
な
い
。
こ
の
巨
大
な
谷
間
に

は
、
高
さ
数
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
山
や
海
丘
が
六
つ
あ
る
。

未
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
数
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
ま
り
も
含
め

れ
ば
、
も
っ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
僕
た
ち
が
採
鉱
す

る
の
は
、
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
の
頂
部
か
ら
肩
に
掛
け
て
被
覆
す

る
『
岩
石
の
皮
』
だ
」

ク
ラ
ス
ト

マ
ー
ド
ッ
ク
は
画
像
を
切
り
替
え
、
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
か
ら

採
掘
さ
れ
た
ク
ラ
ス
ト
の
写
真
を
表
示
し
た
。

写
真
は
断
面
図
で
、
厚
さ
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
黒
っ
ぽ
い
岩
石

が
メ
ロ
ン
の
皮
の
よ
う
に
黄
土
色
の
基
礎
岩
を
覆
っ
て
い
る
。

拡
大
す
る
と
、
黒
皮
の
部
分
に
は
大
小
様
々
な
粒
子
が
含
ま
れ
、

一
部
に
は
目
立
つ
金
属
光
沢
が
あ
る
。
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「
こ
の
銀
粉
を
散
ら
し
た
よ
う
な
輝
き
が
《
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ

ウ
ム
》
だ
。
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
の
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
や
、
そ
の
他
の

陸
上
の
鉱
区
に
存
在
す
る
『
酸
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
』
と
異
な

り
、
海
台
ク
ラ
ス
ト
の
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
硫
化
物
と
し
て
存

、
、
、

在
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
酸
素
と
強
固
に

結
び
つ
い
た
『
酸
化
物
』
し
か
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
の
火
山
の
噴
気
孔
で
採
取
さ
れ
た

《
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
》
が
そ
の
定
説
を
覆
し
た
。
硫
化
ニ

ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
、
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
や
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア

島
の
他
、
ロ
ー
レ
シ
ア
海
域
の
様
々
な
場
所
で
発
見
さ
れ
て
い

る
。
恐
ら
く
、
ア
ス
テ
リ
ア
の
海
底
の
至
る
所
に
ク
ラ
ス
ト
、

も
し
く
は
熱
水
鉱
床
と
い
っ
た
形
で
存
在
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ

ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
や
ト
リ
ヴ
ィ
ア
に
は
酸
化
物
し
か
存
在
せ
ず
、

ア
ス
テ
リ
ア
に
だ
け
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
が
存
在
す
る
の
か
、

正
確
な
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
一
つ
確
か
な
の
は
、
こ

の
硫
化
物
は
、
化
学
液
に
よ
る
処
理
と
、
微
生
物
を
使
っ
た

生
物
冶
金
の
技
術
を
用
い
れ
ば
、
比
較
的
簡
単
に
高
純
度
の
ニ

バ
イ
オ
リ
ー
チ
ン
グ

ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
を
精
製
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
真
空
直
接
電

解
法
の
よ
う
な
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
も
必
要
な
け
れ
ば
、
鉱
山

の
地
下
を
人
手
で
掘
り
抜
く
こ
と
も
な
い
。
コ
ス
ト
も
人
手
も

従
来
の
精
製
法
の
半
分
以
下
と
な
れ
ば
、
鉱
業
に
ど
ん
な
変
革

を
も
た
ら
す
か
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
」

「
喩
え
る
な
ら
、
世
界
最
大
の
鉱
山
も
、
そ
れ
を
採
掘
す
る
会

社
も
、
も
は
や
用
無
し
と
い
う
わ
け
？
」

「
用
無
し
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
現
在
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
と
言
わ
れ
る
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
へ
の
依
存
度
が
減
少
す
る
だ
け

で
も
市
場
は
変
わ
る
。
そ
の
上
、
完
全
自
動
化
さ
れ
た
採
鉱
シ

ス
テ
ム
で
、
よ
り
安
全
に
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
を
含
む
鉱
物
を
採

掘
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
の

存
在
意
義
も
薄
れ
る
。
今
日
明
日
に
も
激
変
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
十
年
、
二
十
年
と
か
け
て
、
地
軸
が
引
っ
く
り
返
る
よ
う

な
大
変
動
が
起
き
る
の
は
確
か
だ
」

「
ま
た
ま
た
タ
ヌ
キ
の
理
事
長
は
ボ
ロ
儲
け
？
」

「
そ
う
で
も
な
い
よ
。
ア
ス
テ
リ
ア
の
鉱
物
資
源
は
基
本
的
に

ト
リ
ヴ
ィ
ア
政
府
の
も
の
だ
。
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
の
鉱
業
権
は

ト
リ
ヴ
ィ
ア
か
ら
借
り
受
け
る
リ
ー
ス
方
式
だ
か
ら
、
営
業
利

益
に
応
じ
て
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
売
り
上

げ
を
出
資
者
に
分
配
す
る
か
ら
、
理
事
長
の
懐
に
入
る
分
な
ど

微
々
た
る
も
の
だ
」

「
し
か
し
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

う
の
は
大
き
い
な
。
通
常
、
鉱
山
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
い
え
ば
、
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営
業
利
益
率
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
く
て
も
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
だ
ろ
う
」

「
そ
の
代
わ
り
、
法
人
税
や
所
得
税
の
減
免
、
特
殊
産
業
支
援

金
、
重
機
の
無
料
貸
与
な
ど
、
様
々
な
優
遇
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
を
差
し
引
き
す
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
不
利
で
は
な
い
ら
し
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
駆
け
引
き
に
マ
ク
ダ
エ
ル
理
事
長
も
相
当
粉

骨
さ
れ
た
が
ね
」

「
そ
う
だ
ろ
う
ね
」

「
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
ア
ス
テ
リ
ア
の
至
る
所
に
存
在
す
る
。

陸
地
、
海
底
、
海
水
、
火
山
性
ガ
ス
。
惑
星
そ
の
も
の
が
『
ニ

ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
プ
ー
ル
』
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
だ

が
、
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
が
高
度
に
濃
縮
し
た
、
商
業
的
価
値
の

あ
る
場
所
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
の
火
道

5

や
噴
気
孔
周
辺
に
広
が
る
鉱
脈
、
も
し
く
は
海
底
の
基
礎
岩
を

覆
う
ク
ラ
ス
ト
だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
の

火
山
の
奥
深
く
ま
で
侵
入
し
て
採
掘
す
る
技
術
は
な
い
し
、
有

望
な
エ
リ
ア
は
噴
火
と
大
地
震
を
繰
り
返
し
て
、
地
質
調
査
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
。
し
か
し
、
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
に
広
が

る
ク
ラ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
か
な
り
詳
し
い
こ
と
が
分
か
っ
て

き
て
い
る
」

マ
ー
ド
ッ
ク
は
写
真
資
料
を
繰
り
、
最
も
古
い
時
代
の
画
像

を
何
枚
か
表
示
し
た
。

「
こ
れ
が
最
初
に
建
造
さ
れ
た
海
洋
調
査
船
オ
ケ
ア
ノ
ス
号
だ
。

一
四
〇
年
前
、
政
府
の
公
用
船
と
し
て
運
航
し
、
ロ
ー
レ
シ
ア

海
域
の
海
底
地
形
や
海
底
地
質
の
調
査
を
行
っ
た
。
テ
ィ
タ
ー

ン
海
台
が
発
見
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
だ
。
無
人
探
査
機
を
使
っ

た
海
底
調
査
で
、
海
台
の
基
礎
岩
を
覆
う
皮
膜
の
存
在
も
知
ら

ク
ラ
ス
ト

れ
て
い
た
が
、
機
材
や
人
材
不
足
で
精
査
も
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
再
び
注
目
さ
れ
た
の
は
一
五
八
年
か
ら
一
六
五
年
に
か

け
て
だ
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
の
地
質
調
査
で
、
マ
グ
ナ
マ

テ
ル
火
山
の
噴
気
孔
か
ら
、
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
を
主
成
分

と
す
る
鉱
石
が
発
見
さ
れ
た
。
聞
い
た
話
で
は
、
ほ
と
ん
ど
不

純
物
を
含
ま
な
い
完
璧
な
結
晶
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
、
に

わ
か
に
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
探
鉱
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
近
海

を
調
査
す
る
新
型
の
海
洋
調
査
船
も
建
造
さ
れ
た
が
、
一
六
五

年
に
座
礁
事
故
を
起
こ
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
て
、
社
会

の
関
心
も
一
気
に
低
下
し
た
。
だ
が
、
そ
の
過
程
で
多
く
の
調

査
資
料
が
得
ら
れ
、
地
学
的
な
研
究
は
大
き
く
前
進
し
た
。『
昔
、

テ
テ
ィ
ス
・
プ
レ
ー
ト
と
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
は
地
続
き
だ

っ
た
』
と
い
う
仮
説
が
立
っ
た
の
も
こ
の
頃
だ
。
そ
の
後
、
理

事
長
は
ど
こ
か
ら
か
情
報
を
手
に
入
れ
て
、
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台

の
ク
ラ
ス
ト
に
狙
い
を
定
め
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
は
従
来
の
定
説
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を
覆
す
、
大
胆
な
挑
戦
だ
っ
た
」

「
従
来
の
定
説
？
」

「
こ
れ
ま
で
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
は
『
小
天
体
の
衝
突
に
よ
っ
て
地

殻
の
割
れ
目
が
マ
ン
ト
ル
ま
で
達
し
、
惑
星
深
部
の
物
質
が
一

気
に
噴
出
し
た
』
と
い
う
考
え
が
長
年
支
持
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
元
々
、
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
に
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は

存
在
せ
ず
、
宇
宙
の
は
る
か
彼
方
か
ら
小
天
体
が
も
た
ら
し
た

と
考
え
る
者
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
の
酸
化
ニ
ム

ロ
デ
ィ
ウ
ム
鉱
床
が
『
小
天
体
の
衝
突
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
』
と
す
る
な
ら
、
そ
の
他
の
地
域
に
存
在
す
る
ニ
ム
ロ
イ
ド

鉱
石
の
存
在
に
つ
い
て
説
明
が
つ
か
な
い
し
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
の

地
中
か
ら
も
微
量
に
検
出
さ
れ
る
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
何
な
の

か
、
と
い
う
話
に
な
る
。
全
て
は
憶
測
に
過
ぎ
ず
、
フ
ァ
ル
コ

、
、

ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

『
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
以
外
に
、
高
品
質
の
ニ
ム
ロ
イ
ド
鉱
石
が
採

掘
で
き
る
場
所
は
な
い
』
と
ね
。
と
こ
ろ
が
、
マ
グ
ナ
マ
テ
ル

火
山
の
噴
気
孔
で
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
が
発
見
さ
れ
、
小
天

体
衝
突
説
に
穴
が
空
い
た
。
火
山
と
小
天
体
の
衝
突
は
全
く
無

関
係
だ
し
、
火
山
の
噴
気
孔
に
存
在
す
る
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ

ム
が
、
小
天
体
の
衝
突
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
考
え
に

く
い
か
ら
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
星
の
ニ
ム
ロ

デ
鉱
山
も
、
小
天
体
の
衝
突
と
は
無
関
係
に
、
大
規
模
な
噴
火

活
動
で
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
即
ち
、
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山

、
、
、
、
、
、

が
唯
一
無
二
の
存
在
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
従
来
の
定
説

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
学
界
ぐ
る
み
で
意
図
的
に
作
り
出
さ
れ
た
証
し
で
も
あ
る
」

、
、
、

「
そ
う
い
う
話
、
俺
の
祖
父
な
ら
目
の
色
を
変
え
て
飛
び
つ
く

よ
。
火
山
学
者
だ
っ
た
ん
だ
。
祖
父
な
ら
五
分
で
論
破
す
る
」

「
そ
う
い
う
人
は
ト
リ
ヴ
ィ
ア
や
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
に
も
少
な
か

ら
ず
い
た
。
だ
が
、
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
は
御
用
学

者
を
使
っ
て
、
新
説
を
唱
え
る
人
た
ち
を
徹
底
的
に
叩
き
潰
し

て
き
た
。
そ
こ
に
『
火
山
性
の
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
』
と
い

う
動
か
ぬ
証
拠
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
、
つ
い
に
矛
盾
を
認
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
ん
だ
。
今
で
は
ア
ス
テ
リ
ア
の
海
に
、
山

に
、
火
山
性
ガ
ス
に
、
様
々
な
形
で
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
が
確
認

さ
れ
、『
小
天
体
衝
突
説
』
を
支
持
す
る
者
は
一
人
と
し
て
な
い
。

こ
ん
な
イ
ン
チ
キ
み
た
い
な
話
が
何
十
年
と
学
界
ぐ
る
み
で
支

持
さ
れ
て
き
た
な
ど
信
じ
難
い
が
、
そ
れ
だ
け
フ
ァ
ル
コ
ン
・

マ
イ
ニ
ン
グ
社
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
証
し
で
も
あ
る
」

「
じ
ゃ
あ
、
海
台
ク
ラ
ス
ト
の
採
鉱
は
学
術
的
に
も
大
き
な
意

義
が
あ
る
わ
け
だ
」

「
そ
の
通
り
。
も
し
マ
ク
ダ
エ
ル
理
事
長
が
自
費
で
プ
ロ
テ
ウ

ス
を
建
造
し
、
深
海
調
査
船
カ
ー
ネ
リ
ア
ン
Ⅱ
号
に
出
資
し
な
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か
っ
た
ら
、
今
も
イ
ン
チ
キ
み
た
い
な
学
説
が
支
持
さ
れ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
」

「
じ
、
自
費
だ
と
ぉ
…
…
？
」

「
そ
う
だ
、
自
費
だ
。
総
額
一
二
〇
億
エ
ル
ク
。
お
前
も
一
生

に
一
度
は
そ
ん
な
買
い
物
を
し
て
み
た
い
だ
ろ
う
」

「
そ
う
ま
で
し
て
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
の
鼻
を
明
か

し
た
か
っ
た
の
か
な
」

「
ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
ろ
う
。
昔
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｇ
と
フ
ァ

ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
は
因
縁
の
間
柄
だ
か
ら
」

「
そ
れ
で
理
事
長
は
何
回
ぐ
ら
い
潜
っ
て
る
ん
だ
」

「
ゼ
ロ
だ
」

「
ど
う
し
て

」
?!

「
閉
所
恐
怖
症
だ
よ
。
耐
圧
殻
に
入
っ
て
も
、
五
分
と
経
た
ず

に
出
て
く
る
。
狭
い
所
は
苦
手
ら
し
い
」

「
自
費
で
建
造
し
て
、
一
度
も
潜
航
し
て
な
い
の
か
」

「
モ
ニ
タ
ー
を
見
る
だ
け
で
満
足
し
て
る
。
狭
い
所
や
暗
い
所

が
本
当
に
怖
い
ん
だ
ろ
う
」

彼
は
絶
句
し
た
。

ど
こ
の
世
界
に
、
自
分
で
乗
り
も
し
な
い
潜
水
艇
を
自
費
で

建
造
す
る
物
好
き
が
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
一
億
、
二
億
の

話
で
は
な
い
。
軍
艦
一
隻
が
余
裕
で
買
え
る
額
だ
。
本
業
だ
け

で
も
、
末
代
ま
で
遊
ん
で
暮
ら
せ
る
だ
ろ
う
に
、
そ
う
ま
で
し

て
海
底
鉱
物
資
源
に
拘
る
理
由
は
一
体
何
な
の
だ
？

茫
然
自
失
と
す
る
彼
を
尻
目
に
見
な
が
ら
、
マ
ー
ド
ッ
ク
は

採
鉱
シ
ス
テ
ム
の
要
で
あ
る
ド
ー
ザ
ー
型
集
鉱
機
、
ビ
ー
ト
ル

型
破
砕
機
、
そ
し
て
水
中
ポ
ン
プ
の
画
像
を
映
し
出
し
た
。

「
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
の
ク
ラ
ス
ト
は
、
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
他
、

銅
、
亜
鉛
、
金
、
銀
、
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
、
様
々
な
金
属
元
素
を

含
ん
で
皮
膜
状
に
基
礎
岩
を
覆
っ
て
い
る
。
生
成
の
機
序
は
、

お
そ
ら
く
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
の
コ
バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
や
マ

ン
ガ
ン
団
塊
と
同
様
だ
。
海
水
中
に
含
ま
れ
る
様
々
な
金
属
成

分
が
海
台
の
基
礎
岩
に
堆
積
し
、
皮
膜
状
の
鉱
物
と
な
っ
た
。

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
放
置
す
れ
ば
、
ボ
ト
ル
の
底
に
オ
レ
ン

ジ
の
成
分
が
沈
殿
す
る
の
と
同
じ
だ
。
オ
レ
ン
ジ
と
異
な
る
の

は
、
な
ぜ
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
の
頂
部
や
肩
の
部
分
に
だ
け
特
異

な
金
属
成
分
が
凝
集
し
、
皮
膜
の
よ
う
な
鉱
物
を
形
成
す
る
の

か
、
理
由
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
ま
た
テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
に
は

存
在
す
る
の
に
、
隣
り
合
う
海
山
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
も
不
思
議
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
海
台
ク
ラ
ス
ト
に
含
ま

れ
る
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
含
有
量
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
は
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山

の
ニ
ム
ロ
イ
ド
鉱
石
よ
り
少
な
い
が
、
採
掘
の
手
間
や
人
件
費
、
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製
錬
コ
ス
ト
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
は
る
か
に
割
安
だ
」

「
だ
が
、
硫
化
物
だ
ろ
う
？

通
常
、
海
底
の
硫
化
物
の
鉱
床

は
、
熱
水
噴
出
孔
（
チ
ム
ニ
ー
）
の
よ
う
に
火
山
活
動
の
活
発

な
箇
所
に
沈
殿
す
る
形
で
存
在
す
る
は
ず
だ
が
」

「
こ
れ
も
諸
説
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
と
地
続
き
だ
っ

た
時
に
、
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
で
は
有
り
得
な
い
よ
う
な
地
学
現
象

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、
非
常
に
微
細
な
熱
水
噴

出
孔
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
か
。
微
生
物
が
形
成
し
た
と

い
う
仮
説
も
あ
る
」

「
微
生
物
？
」

「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ
ア
島
の
マ
グ
ナ
マ
テ
ル
火
山
で
、
硫
化
ニ

ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
を
栄
養
源
に
繁
殖
す
る
微
生
物
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
製
錬
所
の
生
物
冶
金
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
応
用
し
て
い
る
。

だ
が
、
一
辺
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
海
台
を
覆
い
尽
く

す
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
ト
を
形
成
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
物
凄
い
数

の
微
生
物
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
現
在
採
取
さ
れ
て
い
る
ク
ラ

ス
ト
か
ら
は
、
そ
う
し
た
痕
跡
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。

あ
る
い
は
、
褐
鉄
鉱
鉄
の
酸

化
鉱
物

の
よ
う
に
、
テ
テ
ィ
ス
・
プ
レ
ー
ト

(
)

が
海
面
上
に
突
出
し
て
い
た
時
代
に
異
常
に
繁
殖
し
、
硫
化
ニ

ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
層
を
作
り
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ

も
あ
く
ま
で
想
像
の
域
だ
」

「
そ
れ
な
ら
他
の
場
所
に
も
濃
縮
し
た
硫
化
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム

の
層
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
？
」

「
そ
の
通
り
。
規
模
は
非
常
に
小
さ
い
が
、
テ
テ
ィ
ス
・
プ
レ

ー
ト
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
リ

ア
島
の
近
海
に
も
あ
る
ら
し
い
。
も
っ
と
広
範
囲
に
調
べ
れ
ば
、

テ
ィ
タ
ー
ン
海
台
に
匹
敵
す
る
高
品
位
の
ク
ラ
ス
ト
が
発
見
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
そ
こ
ま
で
予
算
も
技
術
も
及
ば
な

い
が
ね
」

「
採
鉱
シ
ス
テ
ム
よ
り
海
洋
調
査
の
方
が
面
白
そ
う
だ
な
」

「
君
に
と
っ
て
は
そ
う
だ
ろ
う
ね
。
だ
が
当
面
、
科
学
的
探
究

心
は
横
に
置
い
て
、
採
鉱
シ
ス
テ
ム
に
集
中
し
よ
う
。
採
鉱
事

業
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
商
業
的
価
値
の
あ
る
ク
ラ
ス
ト
を

い
か
に
効
率
よ
く
基
礎
岩
か
ら
掘
削
し
、
洋
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
揚
収
す
る
か
だ
。
ど
れ
ほ
ど
精
密
な
機
械
を
使
っ
て

も
、
海
底
で
は
余
計
な
基
礎
岩
ま
で
削
っ
て
し
ま
う
し
、
ク
ラ

ス
ト
自
体
も
、
ど
こ
に
、
ど
れ
だ
け
存
在
す
る
か
、
正
確
に
把

握
し
な
け
れ
ば
、
機
械
の
空
回
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
は
二
手
に
分
か
れ
て
研
究
に
取
り

組
ん
だ
。
一
つ
は
、
採
鉱
シ
ス
テ
ム
の
機
械
設
計
。
も
う
一
方

は
ク
ラ
ス
ト
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
だ
。
機
械
設
計
チ
ー
ム
は
、
基
礎

岩
か
ら
良
質
な
ク
ラ
ス
ト
だ
け
を
掘
削
し
、
効
率
よ
く
揚
収
す
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る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
ジ

ム
・
レ
ビ
ン
ソ
ン
が
考
案
し
た
の
は
、
ビ
ー
ト
ル
型
破
砕
機
と

ド
ー
ザ
ー
型
集
鉱
機
を
用
い
た
二
段
階
方
式
だ
。
で
き
れ
ば
一

台
に
集
約
し
た
オ
ー
ル
・
イ
ン
・
ワ
ン
型
に
し
た
か
っ
た
が
、

ど
う
し
て
も
技
術
的
に
難
が
あ
り
、
皆
で
話
し
合
っ
て
二
段
階

方
式
を
採
択
し
た
」

マ
ー
ド
ッ
ク
は
ビ
ー
ト
ル
型
破
砕
機
と
ド
ー
ザ
ー
型
集
鉱
機

を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
し
た
。

「
ま
ず
ビ
ー
ト
ル
型
破
砕
機
が
基
礎
岩
か
ら
ク
ラ
ス
ト
を
剥
が

し
、
そ
の
後
、
集
鉱
機
が
掃
除
機
み
た
い
に
破
砕
物
を
回
収
す

る
。
ビ
ー
ト
ル
型
破
砕
機
の
大
き
さ
は
、
全
長
八
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
式
ト

ラ
ク
タ
ー
で
、
自
走
機
能
と
遠
隔
操
作
の
二
つ
を
兼
ね
備
え
、

傾
斜
十
五
度
の
斜
面
で
も
走
行
可
能
だ
。
車
体
か
ら
突
き
出
た

カ
ブ
ト
ム
シ
の
よ
う
な
カ
ッ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の
長
さ
は
四
メ
ー
ト

ル
。
カ
ッ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の
先
端
に
は
二
つ
の
球
状
の
ド
リ
ル
ピ

ッ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
表
面
は
長
さ
二
〇
セ
ン
チ
か

ら
三
〇
セ
ン
チ
の
棘
状
の
切
削
コ
ー
ン
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
ド
リ
ル
ピ
ッ
ト
付
き
ヘ
ッ
ダ
ー
は
地
図
デ
ー
タ
と
連
動
で
稼

動
し
、
ク
ラ
ス
ト
の
厚
さ
や
形
状
に
応
じ
て
微
妙
に
角
度
を
調

整
す
る
」

「
地
図
デ
ー
タ
は
ど
う
や
っ
て
作
成
す
る
ん
だ
？
」

「
至
近
距
離
か
ら
音
波
や
超
音
波
を
発
信
し
、
そ
の
反
射
音
を

分
析
し
て
、
ク
ラ
ス
ト
の
厚
さ
や
形
状
を
詳
し
く
計
測
す
る
。

も
う
一
つ
併
用
し
て
い
る
の
が
レ
ー
ザ
ー
光
だ
。
ニ
ム
ロ
デ
ィ

ウ
ム
に
は
特
定
の
波
長
の
光
を
強
く
反
射
す
る
特
性
が
あ
り
、

至
近
距
離
か
ら
レ
ー
ザ
ー
光
を
放
射
し
て
、
お
よ
そ
の
含
有
量

を
計
測
す
る
。
こ
れ
は
宇
宙
航
空
の
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
冶
金
設
計
の
技
術
を
応
用
し
た
も
の
だ
。
企
業

機
密
と
い
う
な
ら
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
と
地
図
デ
ー
タ
が
最
た

る
も
の
だ
よ
。
機
械
の
コ
ピ
ー
は
容
易
だ
が
、
ど
こ
に
、
ど
れ

だ
け
良
質
な
ク
ラ
ス
ト
が
存
在
す
る
か
は
簡
単
に
は
調
べ
ら
れ

な
い
。
計
測
装
置
や
解
析
の
手
法
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
的
財

産
だ
と
理
事
長
が
言
っ
て
た
」

「
そ
う
だ
ろ
う
ね
」

「
次
に
集
鉱
機
だ
。
こ
ち
ら
は
路
面
清
掃
機
み
た
い
に
、
車
体

の
底
部
に
バ
キ
ュ
ー
ム
と
、
棘
状
の
ピ
ッ
ト
に
覆
わ
れ
た
直
径

四
メ
ー
ト
ル
の
回
転
ド
ラ
ム
を
備
え
て
い
る
。
破
砕
機
で
細
か

く
砕
い
た
ク
ラ
ス
ト
を
直
径
二
セ
ン
チ
以
下
の
細
か
な
粒
子
に

粉
砕
し
、
バ
キ
ュ
ー
ム
の
中
央
取
り
組
み
口
か
ら
海
水
と
一
緒

に
吸
い
上
げ
る
ん
だ
。
バ
キ
ュ
ー
ム
の
先
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ

ー
ス
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
水
中
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
揚
鉱
管
に
運



60 第二章 採鉱プラットフォーム

ば
れ
る
。
こ
の
集
鉱
機
も
小
回
り
の
利
く
キ
ャ
タ
ピ
ラ
式
で
、

全
長
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
。
当

面
、
一
日
の
目
標
採
鉱
量
は
三
千
ト
ン
か
ら
四
千
ト
ン
、
操
業

が
安
定
す
れ
ば
六
千
ト
ン
を
目
指
す
」

「
ま
る
で
海
台
の
露
天
掘
り
だ
な
」

「
確
か
に
な
。
こ
こ
に
は
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
の
よ
う
に
厳
格
な
海

洋
環
境
保
護
法
が
な
い
か
ら
、
や
り
た
い
放
題
と
い
え
ば
、
や

り
た
い
放
題
だ
」

「
俺
、
ち
ょ
っ
と
気
が
引
け
る
な
」

「
気
持
ち
は
分
か
る
よ
。
誰
だ
っ
て
海
を
荒
ら
し
た
く
な
い
。

だ
が
、
そ
ん
な
事
を
言
い
出
せ
ば
、
焚
き
火
で
湯
を
沸
か
す
生

活
に
逆
戻
り
す
る
し
か
な
い
」

「
そ
う
だ
な
」

「
と
に
か
く
先
に
進
も
う
」

マ
ー
ド
ッ
ク
は
画
像
を
切
り
替
え
る
と
、
水
深
三
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
海
底
に
向
か
っ
て
、
真
っ
直
ぐ
突
き
立
つ
揚
鉱
管
と

そ
の
断
面
図
を
表
示
し
た
。

「
集
鉱
機
か
ら
海
水
と
一
緒
に
吸
い
上
げ
ら
れ
た
ク
ラ
ス
ト
の

粉
砕
粒
は
、
泥
漿(

ス
ラ
リ
ー)

と
な
っ
て
揚
鉱
管
か
ら
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
選
鉱
プ
ラ
ン
ト
に
移
送
さ
れ
る
。
全
長
三
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
鉄
の
チ
ュ
ー
ブ
ウ
ェ
イ
だ
。
揚
鉱
管
は
大

き
く
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
成
り
、
集
鉱
機
と
連
結
す
る
蛇
腹
状

の
《
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
》。
集
鉱
機
か
ら
吸
い
上
げ
た
泥
漿

を
海
上
に
輸
送
す
る
鋼
製
の
《
揚
鉱
管
》。
こ
れ
ら
の
動
力
源
と

な
る
《
水
中
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
》
だ
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
は

特
殊
樹
脂
を
混
合
し
た
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、
全
長

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
先
端
は
分
厚
い
鋼
製
コ
ネ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
集
鉱
機
上
部
の
吸
引
パ
イ
プ
の
出
口
に
接
続
さ
れ
る
。

揚
鉱
管
は
流
体
ド
レ
ッ
ジ
を
利
用
し
た
二
重
管
で
、
泥
漿
を
吸

い
上
げ
る
メ
イ
ン
ラ
イ
ザ
ー
管
の
直
径
が
三
十
六
セ
ン
チ
、
海

水
を
循
環
さ
せ
る
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
プ
の
直
径
が
十
八

セ
ン
チ
だ
。
パ
イ
プ
一
本
の
長
さ
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ

を
タ
ワ
ー
デ
リ
ッ
ク
で
一
つ
一
つ
連
結
し
な
が
ら
海
中
に
降
下

す
る
。
揚
鉱
シ
ス
テ
ム
の
要
と
な
る
の
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ

ー
ス
と
揚
鉱
管
に
間
に
設
置
す
る
水
中
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
だ
。
十

二
個
の
球
体
チ
ャ
ン
バ
ー
か
ら
水
圧
を
か
け
て
海
水
を
循
環
さ

せ
、
泥
漿
を
海
上
に
揚
収
す
る
。
チ
ャ
ン
バ
ー
を
収
め
た
格
子

型
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
の
大
き
さ
は
、
縦
横
六
ー
ト
ル
、
高
さ
四

メ
ー
ト
ル
。
外
側
は
特
殊
合
金
の
フ
レ
ー
ム
で
防
護
し
、
内
側

は
球
体
チ
ャ
ン
バ
ー
が
パ
イ
プ
や
電
源
ケ
ー
ブ
ル
と
接
触
し
な

い
よ
う
、
十
分
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
樹
脂
や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

剤
を
使
っ
た
絶
縁
処
理
を
施
し
て
い
る
」



61 第二章 採鉱プラットフォーム

「
動
力
は
ど
う
や
っ
て
供
給
す
る
ん
だ
？

海
上
か
ら
ア
ン
ビ

リ
カ
ブ
ル
ケ
ー
ブ
ル
で
給
電
？
」

「
当
面
は
そ
の
予
定
だ
。
破
砕
機
と
集
鉱
機
は
ア
ン
ビ
リ
カ
ブ

ル
ケ
ー
ブ
ル
と
は
別
に
燃
料
電
池
を
備
え
て
い
て
、
定
期
的
に

海
上
に
引
き
上
げ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
。
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
に

つ
い
て
は
、
外
付
け
式
の
リ
ア
ク
タ
ー
を
有
索
の
水
中
無
人
機

で
操
作
し
て
電
力
を
供
給
す
る
」

「
な
ぜ
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
だ
け
外
付
け
の
リ
ア
ク
タ
ー
な
ん

だ
？
」

「
構
造
上
、
燃
料
電
池
を
内
蔵
す
る
の
が
難
し
い
。
し
か
も
揚

鉱
シ
ス
テ
ム
の
要
だ
か
ら
、
非
常
な
高
圧
電
流
を
必
要
と
す
る
。

安
全
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
容
易
さ
を
考
え
て
、
外
付
け
リ
ア

ク
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
万
一
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て

も
、
リ
ア
ク
タ
ー
だ
け
自
動
停
止
す
る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
全
体

に
影
響
が
及
ば
な
い
」

「
な
る
ほ
ど
」

「
本
採
鉱
が
上
手
く
行
く
か
ど
う
か
は
、
十
月
十
五
日
の
接
続

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
か
か
っ
て
い
る
。
君
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き

い
だ
ろ
う
が
、
頑
張
っ
て
く
れ
給
え
よ
」

「
何
だ
よ
、
そ
の
《
接
続
ミ
ッ
シ
ョ
ン
》
っ
て
？
」

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
と
集
鉱
機
、
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
と
リ
ア

ク
タ
ー
を
接
続
す
る
作
業
だ
。
プ
ロ
テ
ウ
ス
か
ら
小
型
の
水
中

無
人
機
を
発
進
し
て
、
遠
隔
で
接
続
作
業
を
行
う
。
そ
れ
が
君

の
任
務
だ
」

「
俺
は
そ
ん
な
こ
と
は
聞
い
て
な
い
ぞ
。
海
洋
調
査
で
潜
る
と

思
っ
て
た
」

「
プ
ロ
テ
ウ
ス
か
ら
有
索
の
水
中
無
人
機
を
操
作
し
た
こ
と

は
？
」

「
そ
り
ゃ
あ
、
何
回
か
経
験
し
て
る
よ
。
で
も
、
そ
れ
は
海
洋

調
査
の
為
だ
。
潜
水
艇
の
侵
入
が
難
し
い
場
所
に
小
型
の
無
人

機
を
発
進
し
て
、
カ
メ
ラ
撮
影
や
堆
積
物
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を

行
う
。
で
も
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
と
集
鉱
機
の
接
続
な
ん

て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
し
、
ま
し
て
高
電
圧
リ
ア
ク
タ
ー
な

ど
…
…
」

「
基
本
は
同
じ
だ
よ
」

「
同
じ
じ
ゃ
な
い
さ
。
海
底
の
泥
を
採
取
す
る
の
と
、
重
機
の

部
品
を
い
じ
る
の
で
は
根
本
か
ら
違
う
。
そ
れ
に
プ
ロ
テ
ウ
ス

の
船
位
を
保
持
し
な
が
ら
無
人
機
で
細
か
い
作
業
を
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
慣
れ
た
副
操
縦
士
が
絶
対
不
可
欠
だ
」

「
エ
イ
ド
リ
ア
ン
が
い
る
」

「
誰
だ
よ
、
エ
イ
ド
リ
ア
ン
っ
て
？
」

「
ブ
ラ
イ
ト
専
務
の
息
子
さ
ん
だ
」
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「
あ
の
映
画
俳
優
み
た
い
な
人
の
？
」

「
そ
う
だ
。
二
十
二
歳
の
大
学
生
だ
」

「
だ
、
大
学
生
だ
と
ぉ

」

、
、
、

!?

「
十
七
際
の
時
か
ら
乗
っ
て
い
る
。
ジ
ム
・
レ
ビ
ン
ソ
ン
に
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
ね
。
も
っ
と
も
副
操
縦
士
と
し
て
ア
シ
ス
ト

す
る
だ
け
だ
が
」

彼
は
呆
然
と
し
た
。

俺
な
ん
か
、
プ
ロ
テ
ウ
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
の
に
何
年

か
か
っ
た
と
思
っ
て
る
ん
だ
？

死
に
物
狂
い
で
船
舶
工
学
や

電
気
工
学
を
習
得
し
、
基
礎
の
骨
組
み
か
ら
ボ
ル
ト
一
本
に
至

る
ま
で
、
人
間
マ
ニ
ュ
ア
ル
み
た
い
に
記
憶
し
て
、
そ
れ
で
も

技
術
が
足
り
な
い
と
、
何
度
も
何
度
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
を
受
け
、
過
去
の
深
海
調
査
ビ
デ
オ
も
片
っ
端
か
ら
目
を
通

し
…
…
。
水
上
バ
イ
ク
か
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
と
勘
違
い
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

「
エ
イ
ド
リ
ア
ン
は
あ
く
ま
で
船
位
保
持
の
ア
シ
ス
ト
だ
け
だ
。

ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
や
リ
ア
ク
タ
ー
の
操
作
は
君
が
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
順
調
に
行
け
ば
一
時
間
も
か
か
ら
な
い
が
、
下
手

す
れ
ば
百
億
エ
ル
ク
の
シ
ス
テ
ム
が
吹
っ
飛
ぶ
。
そ
う
な
れ
ば

一
生
、
こ
こ
で
タ
ダ
働
き
だ
」

「
…
…
」

「
な
ん
だ
よ
、
怖
じ
気
づ
い
た
の
か
」

「
怖
じ
気
づ
く
も
な
に
も
、
騙
し
討
ち
も
い
い
と
こ
だ
」

「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
よ
う
に
理
事
長
に
言
う
ん
だ
ね
。
誰
も
強
制

は
し
な
い
し
、
君
が
や
ら
な
い
な
ら
、
第
二
の
プ
ラ
ン
を
採
択

す
る
ま
で
だ
」

「
第
二
の
プ
ラ
ン
？
」

「
全
行
程
を
無
人
機
で
遂
行
す
る
。
う
ち
の
若
い
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
は
腕
が
い
い
。
既
に
何
度
か
テ
ス
ト
済
み
だ
。
や
り
た
く
な

い
な
ら
、
一
日
も
早
く
意
思
表
示
す
る
こ
と
だ
。
で
な
い
と
、

多
く
の
部
署
で
段
取
り
が
狂
う
」

「
…
…
」

「
マ
ク
ダ
エ
ル
理
事
長
が
言
っ
て
た
よ
。
君
は
一
二
〇
回
の
潜

航
経
験
が
あ
っ
て
、
何
度
も
学
術
的
発
見
に
貢
献
し
て
い
る

と
」

「
俺
は
海
洋
調
査
と
思
っ
て
た
」

「
調
査
に
接
続
作
業
が
加
わ
っ
た
と
思
え
ば
い
い
。
そ
ん
な
大

仰
に
騒
ぐ
ほ
ど
の
事
じ
ゃ
な
い
よ
。
理
事
長
も
一
目
で
役
立
た

ず
と
分
か
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
わ
ざ
わ
ざ
自
分
で
連
れ
て
き
た
り

し
な
い
」

マ
ー
ド
ッ
ク
は
励
ま
す
よ
う
に
言
っ
た
が
、
彼
の
耳
に
は
入

ら
な
か
っ
た
。


